
大学の入学前後や初年次の基礎教育部分にむけて、 
各高等教育機関のeラーニング用教材やシステムを共同利用できるようにする狙い 
演習コンテンツを中心に提供（一部、解説コンテンツを付随）



【1. 大学eラーニング協議会に加盟いただく】 

教材を本格的に利用するには、まず大学eラーニング協議会への加盟が必要です 

 
【2. 利用申し込みをする】 

申請書に必要事項を記入し、UeLA事務局に書類を提出する必要があります 

  ⇒ 共通基盤教材をご利用する場合は，加盟費用とは別に教材利用費として 
     ７万円（年額）が必要です 

  ⇒ 利用検討のために、利用申し込み前に試用期間を設けることができます（1年間） 

 
詳しくはUeLAホームページの「共通基盤教育」をご覧いただくか、事務局までお問合せください 
加盟前の試用が可能か、等につきましてもご相談ください



大学の入学前後や初年次の基礎教育部分にむけて、 
各高等教育機関のeラーニング用教材やシステムを共同利用できるようにする狙い 
演習コンテンツを中心に提供（一部、解説コンテンツを付随）



学習プラットフォーム（Moodle等）と外部の学習ツールや教材を 
標準化された方法で安全に連携するための仕様

™



LTS Core： 

OpenID Connect をベースに、LTIツールの利用に必要なユーザ識別情報や 
LTIツールを使うコース情報等を安全にLTIツールとやりとりする 
 
LTS Advantage： 

NRPS（Names and Roles Provisioning Services） 
  動作に必要なユーザー名や権限情報をLTIツールに 
  提供する 

AGS（Assignment and Grade Services)） 
  LTIツールでの学習結果をLMS側に反映する 

DL（Deep Linking） 
  LTIツール内の個別の教材や設定を提供する



大阪教育大学 理数情報教育系 堀 真寿美 先生 

・LTIによる動画配信とその活用事例 

信州大学 e-Learningセンター 新村 正明 先生 

・LTIの応用的な活用事例 

公立千歳科学技術大学 情報システム工学科 山川 

・SolomonのCBT（形成的テスト機能）のLTIツール化と、UeLAへの提供 
  （時間があれば体験）
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演習環境Web化の問題点
本来の目的以外の機能が必要
LMSとの比較
認証：利用者の特定
サービス利用可否：利用する権利の確認
マルチユーザ化

学習者の状態の管理
状態に応じた演習進行

本来の目的以外の
開発コストが大きい













学習プラットフォーム（Moodle等）と外部の学習ツールや教材を 
標準化された方法で安全に連携するための仕様

™



Solomonに搭載されている形成的テスト（Computer Adapting Testing）機能を 
LTIツールとして利用可能としたもの*1 
 
Moodleを例にすると... 

1. 管理者が、MoodleにSoltiを登録する 
2. 教員は、コースに数学や情報単元の形成的テスト*2を設定できる 
3. 学生は、Moodleから設定された形成的テストに取り組むことができる 
 ⇒ アカウントはMoodleの認証情報を利用する：NRGS ...Solti側のアカウント登録等は不要 
 ⇒ 取り組み結果は、Moodle上に記録される：AGS 
*1 R7年度の活動として、希望校（α版パイロット校）を募集します 
  (動作確認環境 Moodle LTSバージョン) 
*2 当面のテスト可能科目は、開発元から提供可能な範囲に限ります（要相談） 
  将来的には、各教育機関が自由にテスト教材を登録できるように構想しています



Moodle用小テスト（従来） 

  ⇒ 各教育機関が最も共有しやすい形  引き続き、教材共有のお申し出をお待ちしています  
 
UelA-Solomon（従来） 

  ⇒ Moodleが導入されていない環境・入学前などに活用 
     システムの老朽化も進んでおり、利用校とも調整しつつ段階的なSoltiへの移行を検討 

LTI：CHiBi-CHiLO（2026年4月 利用開始） 

  ⇒ 動画教材の共通基盤（※ Youtube等で配信されている教材のパッケージ化） 
     こちらも、動画教材共有・利用のお申し出をお待ちしています  

LTI：Solti（2026年度4月 α版として希望によるパイロット校への利用開始） 

  ⇒ 形成的テストの利用 
     上記も踏まえ、学習機能、教材の取りこみ機能も今後検討
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共通基盤教材を活用した 
入学前教育の実践事例 

～愛知大学の事例～

愛知大学　湯川 治敏

1946年　旧制法文系大学として愛知県豊橋市にて開学 

・・・ 

2026年現在（今年80周年） 

名古屋校舎（法学部，経営学部，現代中国学部，国際コミュニケー
ション学部） 

豊橋校舎（文学部，地域政策学部，短期大学部） 

車道校舎（法科大学院） 

学生数約9500人規模 

地域政策学部（220名定員：5コース） 

公共政策 
経済産業 
まちづくり・文化 
健康・スポーツ 
食農環境

愛知大学および地域政策学部について



入学前教育の概要
目的 

継続的な学習習慣を身につけると同時に中学・高校で学んだ学習内容を
復習し，大学教育を受けるための準備を整える 

対象 
地域政策学部一般入試を除く年内入試合格者全員 
毎年100名程度 
ただし併願者合格者は任意 

他学部のスポーツ特別入試合格者 
英語のみ（40名程度） 

科目 
日本語，英語，数学（中1～高1までの復習） 

実施期間詳細 
日本語・英語（Termごとに内容を割り当て) 
・第1Term：01月12日～01月18日　　・第2Term：01月19日～02月01日 
・第3Term：02月02日～02月15日　　・第4Term：02月16日～03月01日 
・第5Term：03月02日～03月15日　　 
数学（中学1年から高校1年までを各セクションに割り当て） 
・第1セクション：01月12日～01月18日 
・第2～5セクション：01月19日～03月15日

入学前教育の概要
実施方法 

共通基盤教材を用いたe-learning（CBT利用） 
日本語，英語，数学とも演習問題を1~7までレベル分け 
日本語・英語の場合，それぞれのTermのPre-Testで現在のレベルを確
認し，7でない場合は該当レベルから2~3上まで学習を進める 
学習終了後にPost-Testで学習成果を確認する 
数学の場合はそれぞれのSectionのPre-Testで7に達していればその
Sectionの課題を学習する必要は無し 
もし7に達していなければ該当レベルから7まで学習を進める 
学習終了後にPost-Testで学習成果を確認する 

実施までの準備 
入学前ガイダンス（Online）のアナウンス（合格通知に同封） 
e-learning実施方法動画の作成 
入学前ガイダンスサイトの公開 
共通基盤サイトへのアカウント登録 
入学前学習実施マニュアルの作成・メール送付（12月下旬まで） 
Online入学前ガイダンス（01月10日） 
前々日にZoom接続テスト実施 
ガイダンスの冒頭20分にe-learning実施方法の説明 
残りは教員・在学生との交流会



※YouTubeで約40分の動画を限定公開



 

1 

 https://solomon.uela.cloud/ 

 [« »] [ « » ] [ «ID» ]  [ «Pass» ] 
 

https://bit.ly/3JVRi16 

実施マニュアル 
全3ページ 
個人IDを記載 
メールにて個人宛に送付 
サイトへのログインから各教科
の実施方法 
理解度テストの実施方法 
自身の学習状況の確認方法

 

3 
 

2 

yukawa@aichi-u.ac.jp



具体的な学習の進め方（日本語・英語）

日本語・英語とも第1Termは学習の進め方と理解度テストの実施方法の確認

具体的な学習の進め方（日本語・英語）

第2Term以降は 

1.Pre-testでレベル確認 

• 例）レベル3と評価されたらレベ
ル3以降を学習 

2.該当するレベルから2~3レベル上まで
学習を進める（7まで学習しても可） 

3.Post-testで学習成果の確認 



具体的な学習の進め方（数学）

数学も第1Sectionは学習の進め方と理解度テストの実施方法の確認

具体的な学習の進め方（数学）

第2Section以降は 

1.Pre-testでレベル確認 

2.Pre-testでレベル7と判定された場合
にはそのSectionの学習およびPost-
testの受験は必要無し 

3.もしレベル7に達していなければ該当
するレベルからレベル7まで学習を進
める 

4.Post-testで学習成果の確認 

※数学は中学1~3年，高校1年までの問題
の為，全てレベル7まで学習する 



今後の課題

実施状況の確認作業の効率化 

現在はアルバイト学生の手作業 

実施状況のフィードバック 

現在は実施状況の思わしくない受講生へのメール連絡 

各受講生の実施状況に応じたアドバイス 

取り組み状況と入学直後の成績などとの関連性の検討

ご清聴ありがとうございました
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